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『
見
童
の
犯
罪
性
』

　
　
　
ー
刑
事
學
的
・
少
年
精
神
病
學
的
研
究
1

　
1
著
者
ハ
イ
ソ
ツ
・
レ
フ
ェ
レ
ソ
ツ
は
、
現
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
學
に

お
い
て
、
刑
事
學
を
講
じ
て
い
る
若
い
私
講
師
で
あ
る
。

　
著
者
は
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
學
の
精
紳
病
理
學
科
の
出
身
で
あ
り
、
ク
ル

ト
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
教
授
の
門
下
で
あ
る
。

　
周
知
の
如
く
、
こ
の
大
學
の
精
神
病
理
學
科
に
は
、
カ
ー
ル
・
ヤ
ス
ペ
ル
ス

の
名
が
互
峯
の
如
く
聲
え
て
い
た
。
彼
に
よ
つ
て
打
ち
建
て
ら
れ
た
客
観
的
、

認
識
批
到
的
な
學
風
は
、
彼
が
バ
ー
ゼ
ル
大
學
に
去
つ
た
後
、
ク
ル
ト
・
シ
ュ

ナ
イ
ダ
ー
教
授
に
よ
つ
て
受
け
纏
が
れ
、
更
に
形
成
護
展
せ
し
め
ら
れ
て
、
い

わ
ゆ
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
學
派
を
形
成
し
て
い
る
。

　
署
者
レ
フ
ェ
レ
ン
ツ
に
は
、
現
在
迄
次
の
如
き
作
品
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
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本
年
（
一
九
五
七
年
）
一
一
月
八
日
よ
り
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
開
か
れ
た
第
九

同
犯
罪
生
物
學
會
で
も
、
著
者
は
刑
事
學
的
豫
後
に
關
す
る
研
究
報
告
を
行
つ

た
（
本
誌
前
號
六
三
頁
以
下
滲
照
）
。

　
1
　
本
書
は
一
四
〇
頁
程
の
小
珊
子
で
は
あ
る
が
、
こ
の
中
に
八
O
に
の
ぼ

る
見
童
犯
罪
者
の
事
例
が
撃
げ
ら
れ
、
こ
れ
が
一
定
の
類
型
に
從
つ
て
分
類
さ

れ
て
い
る
。
極
め
て
實
謹
的
な
研
究
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
書
は
分
れ
て
、
A
　
序
論
、
B
　
研
究
資
料
の
解
読
、
C
　
結
論
、
D

文
献
と
な
つ
て
い
る
。

　
序
論
は
、
1
課
題
と
研
究
資
料
、
ぜ
刑
事
學
的
豫
後
の
問
題
性
、
皿
精
神
病

理
學
的
墓
礎
に
分
読
さ
れ
、
B
は
、
L
よ
く
形
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
見
童
の

グ
ル
ー
プ
、
2
。
形
成
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
見
童
の
グ
ル
㌧
フ
、
a
或
る
程
度

形
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
見
童
の
グ
ル
ー
プ
、
の
三
項
に
分
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
皿
　
見
童
の
犯
罪
と
い
う
も
の
が
、
刑
事
學
と
青
少
年
椿
神
病
學
に
と
つ
て

持
つ
意
味
は
、
か
の
祉
會
的
に
特
に
危
瞼
の
あ
る
累
犯
人
の
多
く
が
、
そ
の
生

涯
を
多
く
の
場
合
極
く
早
期
に
始
め
る
と
い
う
事
實
か
ら
し
て
明
ら
か
で
あ

る
。
し
か
る
に
類
書
の
多
く
は
、
調
査
の
時
黙
が
累
犯
人
乃
至
は
慣
習
犯
人
と

看
倣
さ
れ
る
被
調
査
者
の
科
刑
表
に
依
振
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
有

罪
の
宣
告
を
受
け
た
者
、
す
な
わ
ち
受
刑
年
齢
を
過
ぎ
た
者
の
犯
し
た
犯
罪
の

み
が
槍
出
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
る
に
、
一
四
歳
以
下
の
見
童
の
犯
罪
も

ま
た
、
豫
後
的
に
重
要
な
徴
候
を
示
し
う
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
知
ら
れ

た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
敏
陥
を
補
う
意
昧
で
、
本
書
は
學
齢
期
の
見

童
の
犯
罪
研
究
に
寄
與
し
よ
う
と
す
る
（
一
頁
）
。

　
本
書
の
資
料
と
な
つ
た
事
例
は
、
一
九
五
一
年
か
ら
五
四
年
迄
、
ハ
イ
デ
ル

ペ
ル
ク
大
學
の
精
神
病
お
よ
び
神
脛
症
の
臨
床
に
現
わ
れ
た
六
〇
〇
名
の
中
か

ら
、
調
査
資
料
と
し
て
適
し
た
八
O
例
を
と
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

見
童
は
、
教
育
が
困
難
な
た
め
、
主
と
し
て
そ
の
犯
罪
的
態
度
の
故
に
牧
容
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
窃
盗
の
占
め
る
割
合
が
最
も
大
き
く
、
横
領
、

詐
欺
、
文
書
偽
造
、
傷
害
、
器
物
損
壌
、
性
的
行
爲
が
こ
れ
に
つ
づ
く
。
こ
こ

で
見
童
の
犯
罪
性
と
い
う
場
合
、
見
童
の
年
齢
は
六
歳
か
ら
一
五
歳
ま
で
を
い

う
。
六
歳
を
以
つ
て
幼
時
か
ら
墨
童
へ
の
進
展
が
始
ま
る
の
が
常
で
あ
る
。
こ

の
い
わ
ゆ
る
第
一
形
態
攣
容
を
脛
る
と
、
見
童
は
無
邪
氣
さ
を
失
い
、
現
實
の

世
界
と
大
人
の
思
考
に
近
い
〃
洞
察
力
を
持
つ
子
供
〃
に
な
る
。
か
く
て
始
め

て
、
或
る
種
の
責
任
感
情
、
法
感
情
が
前
提
と
さ
れ
う
る
。
年
齢
上
限
は
、
破

瓜
期
の
初
期
で
あ
る
（
二
頁
）
。

　
こ
こ
に
扱
つ
た
見
童
は
、
環
境
上
正
し
い
態
度
に
導
ぎ
得
ず
或
は
特
に
重
大

な
行
爲
が
問
題
と
さ
れ
た
見
童
の
み
を
扱
つ
た
。
そ
し
て
、
外
來
の
見
童
で
は

七
九

（
一
六
七
）



紹
介
と
批
評

な
く
、
見
童
科
に
数
週
間
入
院
し
、
長
期
に
わ
た
σ
て
考
察
し
う
る
こ
と
の
出

來
た
も
の
を
と
り
あ
げ
た
。

　
子
供
を
到
断
す
る
の
は
、
大
人
の
そ
れ
よ
り
も
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
好
都

合
な
朕
況
に
あ
る
。
成
人
は
た
と
え
臨
床
に
あ
つ
て
も
、
幾
分
信
用
で
き
る
形

相
を
と
ら
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
（
三
、
四
頁
）
。

　
見
童
を
考
察
す
る
に
際
し
、
一
日
の
成
り
行
き
を
含
め
、
多
方
面
か
ら
見
童

の
精
神
を
洞
察
し
た
。
し
た
が
つ
て
純
粋
な
態
度
記
述
で
は
な
く
、
背
後
に
あ

る
精
神
現
象
を
さ
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
研
究
は
、
－
。
挾
義
に
お
げ
る
刑
事
學
的
な
問
題
、
す
な
わ
ち
犯
罪
豫
後
と

い
う
非
常
に
事
わ
れ
、
瀟
足
の
ゆ
く
解
決
の
得
ら
れ
て
い
な
い
錯
綜
し
た
間
題
、

2。

精
神
病
理
學
的
間
題
、
す
な
わ
ち
科
學
的
に
は
ま
だ
す
べ
て
が
流
動
し
て
い

る
年
齢
の
見
童
の
椿
神
科
學
的
領
域
に
ふ
れ
て
い
る
（
四
頁
）
。

　
W
　
刑
事
學
的
豫
後
の
問
題
性

　
鞭
後
的
判
断
の
困
難
さ
は
、
そ
れ
が
前
科
数
犯
の
者
か
ら
出
獲
す
る
場
合
に

は
じ
め
て
、
幾
分
し
つ
か
り
し
た
基
礎
の
上
に
立
つ
と
い
う
馳
に
あ
る
。
し
か

し
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
者
に
お
い
て
は
、
豫
後
の
不
利
釜
な
こ
と
は
明
白
で
あ

り
、
重
大
な
敏
陥
が
存
す
る
。
必
要
と
さ
れ
る
早
期
の
豫
後
に
あ
つ
て
は
、
上

記
の
客
観
的
手
が
か
り
は
使
用
出
來
ず
、
“
教
育
の
困
難
性
砺
行
爲
へ
の
態
度
”

κ
犯
罪
の
性
質
”
等
個
々
的
に
は
あ
ま
り
重
要
で
な
い
多
義
的
な
事
實
を
圖
式

的
に
用
い
る
危
瞼
が
あ
る
。

　
レ
フ
ェ
レ
ン
ツ
は
、
こ
こ
で
バ
ー
ゼ
ル
大
學
の
フ
ラ
イ
教
授
の
「
初
期
犯
的

累
犯
者
」
の
研
究
を
引
用
し
、
そ
の
結
論
「
後
に
な
つ
て
累
犯
者
に
な
る
蓋
然

性
は
、
放
任
と
犯
罪
的
形
勢
が
早
く
現
わ
れ
れ
ば
そ
れ
だ
け
大
き
い
」
と
い
う

言
葉
を
引
用
し
て
賛
意
を
表
し
て
い
る
（
そ
の
批
到
に
つ
い
て
は
後
述
）
。

八
0

（
一
六
八
）

　
こ
こ
で
、
し
ば
ら
く
“
豫
後
”
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
こ

の
概
念
は
“
診
噺
”
“
病
氣
㍑
と
同
じ
く
臨
床
的
、
馨
學
的
思
想
に
由
來
し
、
肉

膿
的
因
果
的
に
輕
過
す
る
疾
病
過
程
の
豫
知
を
意
昧
す
る
。
一
人
の
人
間
の
將

來
の
到
膨
お
よ
び
行
爲
の
豫
告
と
い
う
こ
と
と
病
氣
の
過
程
の
推
定
的
輕
過
の

豫
後
的
診
断
と
は
幾
分
違
つ
て
い
る
。

　
意
思
の
自
由
と
か
責
任
と
か
い
つ
た
形
而
上
學
的
な
問
題
を
一
懸
お
い
て

も
、
輕
瞼
的
な
李
面
で
人
間
の
精
紳
、
環
境
の
關
係
は
非
常
に
錯
綜
し
、
見
通

す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
フ
ラ
イ
の
試
み
の
中
に
も
し
か
し
、
無
理
な
馳
の
あ
る
こ
と
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
彼
は
累
犯
者
に
つ
き
、
そ
の
犯
罪
的
生
涯
の
成
立
に
封
し
統
計
的
に

重
要
と
思
わ
れ
る
一
蓮
の
要
因
を
豫
後
的
に
許
贋
す
る
こ
と
を
“
要
鮎
庭
理
法

1
℃
目
騨
く
臼
貯
ぼ
①
炉
と
名
づ
け
て
、
そ
の
研
究
の
方
法
と
し
た
。
累
犯

犯
罪
性
に
と
つ
て
本
質
的
要
件
と
見
な
さ
れ
う
る
要
因
を
同
顧
的
に
見
出
す
こ

と
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
豫
見
的
な
、
す
な
わ
ち
本
來
の
意
昧
で
の

豫
後
的
な
研
究
に
つ
い
て
充
分
に
確
實
な
基
礎
は
作
ら
れ
な
い
。

　
早
期
犯
罪
性
累
犯
者
の
多
く
は
、
幼
少
時
代
に
著
し
い
反
吐
會
的
傾
向
を
示

す
。
し
か
し
犯
罪
見
童
が
累
犯
者
に
な
る
こ
と
は
少
い
。

　
各
種
の
犯
罪
人
の
大
部
分
が
精
憩
病
的
性
質
、
例
え
ば
情
操
の
敏
乏
、
灌
勢

慾
、
激
情
等
に
よ
つ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
た
し
か
だ
が
、
そ
の

よ
う
な
特
性
を
も
つ
者
す
べ
て
が
犯
罪
者
で
あ
る
こ
と
は
な
い
。
…
…
す
べ
て

の
人
間
は
濁
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
同
限
り
の
も
の
で
あ
つ
て
、
一
人
か
ら

他
へ
と
紋
切
り
型
に
移
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
（
七
頁
）
。

　
わ
れ
わ
れ
の
研
究
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
、
す
な
わ
ち
學
童
期
に
、
一
方

で
は
そ
の
後
の
犯
罪
性
の
危
隙
を
内
包
す
る
よ
う
な
人
格
構
造
、
他
方
で
は
見



童
の
犯
罪
性
の
成
立
に
際
し
て
の
輕
瞼
反
懸
的
要
素
を
明
確
な
ら
し
め
よ
う
と

努
め
る
（
八
頁
）
。

　
環
境
の
研
究
は
、
そ
の
影
響
が
現
實
に
重
要
で
あ
り
得
た
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
確
言
し
得
な
い
か
ら
、
環
境
か
ら
事
件
に
近
づ
く
こ
と
は
意
味
が
な
い
、

と
す
る
。

　
次
に
教
育
學
的
観
鮎
が
重
要
で
あ
る
。
威
年
者
は
形
成
が
な
し
が
た
い
。
だ

が
見
童
は
、
素
質
的
に
與
え
ら
れ
た
可
能
性
の
範
園
内
で
人
格
の
展
開
に
積
極

的
に
影
響
を
興
え
る
こ
と
は
で
き
る
し
、
ま
た
必
要
で
あ
る
。
我
々
の
豫
後
的

使
命
は
激
育
學
的
影
響
と
い
う
観
黙
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
七
、

八
頁
）
。

　
V
　
精
神
病
理
學
的
基
礎

　
こ
れ
ら
見
童
に
は
、
理
解
能
力
、
人
格
、
樋
要
な
感
情
生
活
お
よ
び
本
能
生

活
ま
た
は
脛
験
に
封
す
る
反
感
等
が
李
均
か
ら
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
稜
達
精
紳
病
的
要
素
が
パ
ラ
レ
ル
に
存
在
す
る
。
し
た
が
つ
て
成
年
犯

罪
者
に
お
け
る
と
同
じ
く
、
見
童
犯
罪
の
研
究
に
際
し
て
も
精
紳
病
理
學
は
決

定
的
地
位
を
占
め
る
。
し
か
し
と
も
あ
れ
、
見
童
精
帥
病
理
學
の
領
域
に
は
ま

だ
開
拓
の
飴
地
が
多
い
。
我
々
は
長
い
脛
験
に
基
づ
い
て
、
確
保
し
た
精
神
病

學
の
成
果
か
ら
出
護
し
、
見
童
精
紳
病
理
學
の
特
殊
問
題
に
近
づ
く
も
の
で
あ

る
。
ク
ル
ト
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
に
從
つ
て
、
見
童
期
の
精
紳
病
理
學
に
お
い
て
、

糟
神
的
異
常
性
を
精
紳
的
本
質
の
攣
種
と
肉
騰
的
に
考
え
ら
れ
る
精
神
病
の
結

果
と
に
匿
別
し
て
考
察
す
る
。
し
た
が
つ
て
病
的
な
犯
罪
見
童
は
我
々
の
豫
後

的
襯
黙
に
不
適
當
で
あ
る
か
ら
除
外
す
る
。
臓
障
害
と
教
育
困
難
な
見
童
と
の

相
關
關
係
は
こ
れ
を
認
め
な
い
（
九
、
一
〇
頁
）
。

　
上
理
解
力
の
異
常
性
　
知
性
と
は
思
考
素
質
と
、
生
活
の
實
際
的
理
論
的
課

紹
介
と
批
評

題
に
適
用
す
る
こ
と
を
俘
つ
た
思
考
の
完
途
と
を
い
う
。
知
性
を
判
蜥
す
る
に

あ
た
つ
て
は
、
能
力
の
程
度
を
認
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
表
面
的
考
察

で
は
ま
ち
が
い
を
犯
す
。
活
酸
な
性
格
、
自
信
の
あ
る
態
度
は
敏
馳
を
か
く
す

こ
と
が
あ
り
、
良
き
知
性
を
も
つ
て
い
て
も
不
確
定
さ
、
た
じ
ろ
ぎ
、
注
意
障

害
、
集
中
力
の
薄
弱
に
よ
つ
て
そ
れ
が
現
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
長
期
の
到

臨
が
あ
つ
て
は
じ
め
て
滞
足
な
結
論
を
得
る
。
知
性
と
い
う
も
の
の
刑
事
學
的

償
値
は
否
定
す
る
。

　
2
人
格
の
偏
差
　
子
供
の
人
格
と
は
、
そ
の
非
肉
膿
的
な
感
情
お
よ
び
努
力

の
網
艦
と
意
慾
と
を
い
う
。
慣
習
的
瞳
質
的
特
性
を
人
格
と
し
、
特
異
性
を
素

質
的
な
り
と
し
て
、
精
紳
病
的
で
あ
る
と
臨
ず
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
特
に
破

瓜
期
に
は
、
個
々
の
特
徴
が
彊
く
現
わ
れ
て
、
す
ぐ
滑
え
る
も
の
で
あ
る
。
幼

年
期
に
注
目
し
て
、
全
生
涯
を
通
じ
て
貫
徹
す
る
人
格
特
徴
を
と
り
出
す
試
み

は
明
確
な
も
の
を
提
供
し
う
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
或
る
人
に
よ
れ
ば
、

氣
質
、
活
動
性
、
氣
分
等
を
持
績
的
な
も
の
と
し
、
情
緒
、
情
操
の
献
如
、
不

安
定
性
、
意
思
薄
弱
、
灌
勢
慾
等
は
年
を
と
る
に
つ
れ
て
静
ま
る
傾
向
が
あ
る

と
す
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
（
一
一
頁
）
。

　
歌
異
常
な
反
懸
　
犯
罪
的
態
度
が
環
境
關
係
に
衡
す
る
子
供
ら
し
く
な
い
異

常
な
反
懸
の
現
わ
れ
で
あ
る
こ
と
は
稀
で
は
な
い
。
見
童
に
つ
い
て
は
、
そ
の

行
爲
の
動
機
を
意
識
し
て
い
な
か
つ
た
か
、
或
は
少
く
と
も
完
全
に
は
意
識
し

て
い
な
か
つ
た
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
見
童
の
精
紳
的
特
異
性
を
不

利
な
環
境
要
素
に
還
元
す
る
考
え
方
、
爾
親
の
教
育
方
針
、
放
任
等
に
重
鮎
を

置
く
考
え
方
に
封
し
て
、
著
者
は
反
論
し
、
根
接
の
な
い
も
の
で
あ
る
と
す
る

（
二
一
、
三
頁
）
。

　
4
重
要
な
感
情
生
活
お
よ
び
本
能
生
活
の
異
常
　
正
常
な
襲
蓬
心
理
學
的
に

八
一

（
一
六
九
）



紹
介
と
批
評

條
件
づ
け
ら
れ
た
程
度
を
こ
え
た
性
的
異
常
さ
を
問
題
と
す
る
。
フ
ロ
イ
ド
の

エ
デ
ィ
ブ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
封
す
る
諸
家
の
反
論
を
引
用
し
、
破
瓜
期
、

前
破
瓜
期
と
稜
達
す
る
性
的
な
成
熟
度
と
性
的
刺
戟
と
の
關
係
が
成
年
者
の
脛

験
す
る
そ
れ
と
同
列
に
置
き
う
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
と
す
る
。
性
的

特
異
性
の
螢
生
に
つ
き
、
彊
め
ら
れ
た
本
能
ま
た
は
性
的
に
異
常
な
本
能
に
重

鮎
を
置
く
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
性
格
的
、
纏
験
反
鷹
的
要
素
の
範
国
内
で
見

る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
（
二
二
、
四
頁
）
。

　
翫
叢
達
精
神
病
學
的
霞
黙
　
最
近
の
文
献
で
は
議
達
生
物
學
、
襲
達
心
理
學

が
廣
い
地
域
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
見
童
が
肚
會
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
を

肉
豊
的
精
紳
的
な
成
熟
の
脛
過
に
お
け
る
障
害
と
關
係
さ
せ
る
。
精
神
的
な

「
オ
ク
テ
」
と
「
マ
セ
」
を
研
究
す
る
に
際
し
、
ク
レ
ッ
チ
ュ
マ
ー
一
派
は
、

破
瓜
期
獲
達
障
害
の
経
過
内
で
の
肉
膣
的
精
神
的
「
オ
ク
テ
」
の
要
素
に
重
馳
，

を
お
く
。
次
い
で
少
年
の
反
祉
會
性
の
要
素
と
關
聯
せ
し
め
る
マ
ー
ル
ブ
ル
ク

學
派
、
六
歳
か
ら
七
歳
の
間
の
最
初
の
形
成
攣
化
の
成
熟
障
害
の
意
義
に
つ
い

て
の
ロ
イ
ナ
ー
の
研
究
を
指
摘
す
る
。

　
こ
れ
ら
に
つ
き
著
者
は
、
「
そ
れ
ら
の
研
究
で
は
精
紳
病
の
領
域
を
“
心
理
・

物
理
的
”
乃
至
は
“
臨
床
的
”
に
解
決
し
よ
う
と
信
じ
て
い
る
。
し
か
し
精
沖

病
者
の
類
型
學
は
、
人
間
の
精
憩
的
存
在
の
活
動
領
域
内
で
の
純
梓
心
理
學
的

な
特
色
づ
け
で
あ
り
、
生
物
學
的
な
も
の
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
何
も
語
ろ

う
と
し
な
い
」
と
い
う
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
言
葉
を
引
用
す
る
。

　
U
　
調
査
資
料
の
解
説

　
調
査
資
料
を
精
神
病
理
學
的
、
豫
後
的
目
的
と
い
う
観
馳
で
い
か
に
使
い
こ

な
し
う
る
か
。
そ
の
出
獲
鮎
は
見
童
の
犯
罪
的
態
度
、
す
な
わ
ち
心
理
學
的
に

は
多
義
的
な
肚
會
現
象
が
こ
れ
で
あ
る
。
レ
フ
ェ
レ
ン
ツ
は
「
犯
罪
性
と
い
う

八
二

（
一
七
〇
）

仕
會
的
事
實
を
、
そ
の
基
礎
に
あ
る
心
理
學
的
乃
至
ば
糟
沖
病
理
學
的
な
現
象

に
ひ
き
も
ど
し
て
の
み
、
豫
後
的
醍
鮎
が
見
出
さ
れ
う
る
」
と
す
る
。
犯
罪
少

年
の
行
爲
か
ら
調
査
さ
れ
る
一
蓮
の
要
因
を
籔
え
上
げ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
に

あ
げ
ら
れ
た
要
素
の
實
効
性
を
明
確
に
せ
ず
、
ま
た
見
童
の
精
沖
に
現
實
的
洞

察
を
加
え
な
い
な
ら
ば
あ
ま
り
成
功
し
た
と
は
い
え
な
い
（
一
六
頁
）
。

　
本
研
究
で
は
「
教
育
學
的
な
形
成
可
能
性
」
と
い
う
観
鮎
を
分
類
の
原
則
と

し
た
。
こ
の
複
合
概
念
は
目
に
立
つ
人
格
特
徴
又
は
反
懸
方
法
に
の
み
從
つ
た

分
類
よ
り
は
、
は
る
か
に
豫
後
的
櫻
黙
よ
り
見
て
意
昧
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
全
農
人
格
構
造
に
よ
る
分
類
を
提
供
す
る
。
こ
の
形
成
可
能
性
の
下
に
は
、

意
思
薄
弱
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
、
嚴
格
な
教
育
的
影
響
の
下
で
は
い
わ
ゆ
る

模
範
少
年
で
、
そ
の
他
の
と
こ
ろ
で
は
誘
惑
に
陥
り
や
す
い
と
い
つ
た
タ
イ
プ

の
者
は
入
ら
な
い
。

　
當
該
児
童
の
犯
罪
的
行
爲
を
助
長
し
て
い
る
特
性
ま
た
は
反
鷹
を
第
一
に
考

え
る
。
長
期
の
考
察
、
治
療
教
育
的
庭
置
は
、
犯
罪
性
が
す
べ
て
の
教
育
的
試

み
に
反
抗
す
る
素
質
制
約
的
要
因
に
還
元
さ
れ
る
か
、
取
り
去
る
こ
と
の
出
來

る
不
利
な
環
撹
へ
の
見
童
の
反
鷹
を
犯
罪
性
は
表
わ
し
て
い
る
も
の
か
を
解
明

す
る
。
か
く
し
て
、
L
よ
く
形
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
見
童
、
a
形
成
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
見
童
、
翫
或
る
程
度
形
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
見
童
、
の
三
つ

の
グ
ル
㌧
フ
に
資
料
を
分
け
る
。

　
各
グ
ル
ー
プ
に
は
、
事
例
が
細
か
く
あ
げ
ら
れ
、
か
つ
そ
れ
に
封
す
る
到
臨

が
附
記
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
全
瞠
に
封
す
る
綜
合
的
到
蜥
が
更
に
附
記
さ
れ
て
い

る
。
若
干
の
具
膣
例
を
あ
げ
て
解
説
し
よ
う
（
一
六
、
七
頁
）
。

　
L
よ
く
形
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
見
童

　
こ
の
グ
ル
㌧
フ
は
李
均
的
な
環
境
に
お
い
て
、
特
別
な
困
難
さ
を
俘
わ
ず
に



導
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
限
り
で
、
教
育
的
影
響
に
な
じ
む
と
い
う
ご

と
が
明
ら
か
と
な
つ
た
者
を
包
括
す
る
。
犯
罪
的
態
度
が
主
と
し
て
不
充
分
な

教
育
ま
た
は
そ
の
他
の
環
境
の
不
利
な
影
響
か
ら
由
來
し
う
る
も
の
で
あ
つ

て
、
本
人
の
知
性
お
よ
び
性
格
に
異
常
性
が
な
い
。

　
し
た
が
つ
て
、
環
境
の
中
に
見
ら
れ
る
原
因
を
つ
き
と
め
る
こ
と
に
努
め
、

ま
た
固
有
の
心
理
學
的
了
解
的
な
観
馳
で
感
情
的
背
景
、
犯
罪
行
爲
の
動
機
を

稜
見
す
る
こ
と
に
も
努
め
、
更
に
は
異
常
な
（
犯
罪
的
）
行
動
は
甚
だ
し
く
超

性
格
的
で
あ
り
、
多
く
の
見
童
は
同
じ
朕
態
で
同
じ
よ
う
に
行
爲
し
得
た
筈
だ

と
い
う
前
提
を
一
懸
お
い
て
、
一
定
の
正
常
な
攣
差
が
犯
罪
的
に
は
他
の
も
の

よ
り
危
瞼
で
あ
る
か
ど
う
か
を
論
謹
す
る
た
め
に
、
當
該
見
童
の
人
格
を
も
考

え
併
せ
る
と
い
う
こ
と
に
努
め
る
…
…
（
一
七
、
八
頁
）
。

　
第
六
例
　
マ
リ
ア
・
L
、
一
九
四
〇
年
一
一
月
一
六
日
生
れ
、
一
〇
殻
八
ヵ

月
、
】
九
五
】
年
六
月
二
日
よ
り
七
月
二
】
日
ま
で
郷
察
。

　
家
族
は
ユ
ー
ゴ
！
ス
ラ
ビ
ア
出
身
、
一
九
四
二
年
以
來
ド
イ
ッ
に
定
佳
、
住

宅
關
係
は
非
常
に
悪
い
。
一
つ
き
り
の
部
屋
に
ベ
ッ
ト
が
三
つ
、
そ
こ
に
爾
親

と
八
歳
の
弟
、
四
歳
の
妹
と
マ
リ
ア
が
疲
て
い
る
。
父
親
は
補
助
職
工
で
あ
り

母
親
は
明
ら
か
に
猜
紳
薄
弱
で
あ
り
、
マ
リ
ア
の
弟
妹
は
精
神
的
に
異
常
。

　
マ
リ
ア
自
身
は
始
め
は
正
常
に
襲
育
し
た
。
現
在
四
年
生
で
あ
る
が
、
悪
い

生
徒
で
あ
る
。
二
年
來
こ
の
見
童
は
執
拗
に
盗
み
を
始
め
た
が
、
こ
れ
は
他
所

の
家
お
よ
び
教
會
で
あ
る
（
献
金
窃
盗
）
。
家
で
は
物
を
盗
ん
だ
こ
と
は
な
い
。

そ
の
他
の
鮎
で
は
特
に
て
こ
ず
ら
せ
ず
、
友
人
の
聞
で
は
愛
さ
れ
、
通
常
の
友

人
を
持
つ
て
い
る
。

　
マ
リ
ア
は
見
童
科
に
牧
容
さ
れ
る
こ
と
に
反
抗
し
た
。
は
げ
し
く
泣
き
、
身

内
の
者
の
後
を
追
つ
た
。
最
初
の
目
は
悲
し
み
に
沈
み
、
お
・
て
れ
て
静
か
で
あ

紹
介
と
批
評

つ
た
。
他
の
子
供
と
あ
ま
り
喋
ら
ず
、
大
人
を
避
け
た
。
次
第
に
共
同
生
活
に

喜
び
を
得
、
籔
日
他
の
子
供
の
遊
び
を
う
ら
や
ま
し
そ
う
に
見
て
か
ら
、
そ
れ

に
加
わ
つ
た
。
だ
ん
だ
ん
彼
女
も
活
濃
に
参
加
し
、
浦
足
げ
で
生
き
生
き
し
た
。

そ
し
て
子
供
に
も
大
人
に
も
次
第
に
接
し
る
よ
う
に
な
つ
た
。

　
マ
リ
ア
は
喜
ん
だ
り
な
げ
い
た
り
し
た
。
そ
し
て
彼
女
に
委
さ
れ
た
三
歳
の

子
供
を
彼
女
は
注
意
深
く
か
つ
親
切
に
世
話
を
し
た
。
彼
女
は
身
内
の
者
を
非

常
に
愛
し
、
彼
等
が
訪
問
時
間
に
來
な
い
こ
と
を
危
惧
し
た
。
自
分
の
盗
み
に

つ
い
て
の
話
に
な
る
と
彼
女
は
ふ
さ
ぎ
込
ん
だ
。
彼
女
が
そ
れ
に
没
頭
し
て
い

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
更
に
、
彼
女
は
爾
親
の
間
の
雫
い
や
特
に
非
常
に
軍

純
な
事
柄
に
つ
い
て
悩
ま
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
つ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
家
に
瞭
る
よ
り
は
美
し
い
見
童
園
に
入
り
た
い
と
思
わ
な
い
か
と
尋
ね
る

と
、
マ
リ
ア
は
非
常
に
お
そ
れ
、
興
奮
し
て
ふ
る
え
た
。
ー
マ
リ
ア
は
所
有

物
に
非
常
に
大
き
な
喜
び
を
持
ち
、
自
分
．
の
服
装
の
貧
弱
な
こ
と
を
恥
じ
た
。

彼
女
は
よ
い
着
物
を
着
た
子
を
敬
慕
し
、
た
と
え
よ
く
な
い
方
向
で
も
こ
れ
ら

の
子
供
か
ら
影
響
さ
れ
た
。
し
か
し
他
方
彼
女
は
こ
の
よ
う
な
子
供
に
嫉
妬
か

ら
悪
い
蔭
口
を
き
き
、
人
身
攻
堅
を
す
る
こ
と
が
考
察
さ
れ
た
。

　
知
的
な
素
質
は
李
均
よ
り
ち
よ
つ
と
落
ち
る
。
し
か
し
マ
リ
ア
は
仕
事
を
し

た
が
り
、
授
業
に
は
積
極
的
に
加
わ
つ
た
。
實
際
的
な
仕
事
に
彼
女
は
活
濃
さ

を
し
め
し
た
。
も
つ
と
も
完
全
に
信
頼
は
で
き
な
い
が
。
彼
女
は
．
衝
動
的
で
、

活
動
的
で
決
し
て
何
も
し
な
い
で
ぼ
や
ぼ
や
坐
つ
て
い
な
い
。

　
肉
騰
的
に
は
疲
れ
や
す
い
。
學
業
に
際
し
て
は
、
時
聞
の
終
り
頃
に
は
能
率

が
下
る
の
が
わ
か
る
。
野
外
で
の
進
び
の
後
に
は
、
疲
螢
で
何
も
食
べ
ら
れ
な

い
ほ
ど
、
精
力
を
使
い
は
た
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

　
自
分
の
家
族
を
愛
し
、
家
で
は
な
ん
ら
て
こ
ず
ら
せ
ず
、
他
の
子
か
ら
愛
さ

八
三
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紹
介
と
批
評

れ
、
よ
い
仲
間
を
持
つ
て
い
る
子
供
が
、
突
然
と
び
は
な
れ
た
、
し
か
も
執
拗

な
盗
み
を
、
家
の
外
で
働
き
、
か
つ
教
會
の
献
金
に
も
手
を
つ
け
る
と
い
う
こ

と
は
全
く
奇
異
な
こ
と
で
あ
つ
た
。
李
均
以
下
の
知
性
を
考
察
し
て
も
、
性
格

的
に
あ
ま
り
目
立
つ
も
の
は
な
い
。
し
か
し
マ
リ
ア
は
一
方
で
は
所
有
物
に
大

き
な
喜
び
を
示
し
、
他
方
こ
れ
に
懸
じ
た
嫉
妬
を
も
示
し
た
。
彼
女
は
明
ら
か

に
非
常
に
箪
純
な
、
貧
乏
な
家
庭
關
係
に
悩
ん
で
い
た
。
し
た
が
つ
て
我
々
は

こ
の
窃
盗
を
所
有
物
に
愛
着
を
持
つ
子
供
の
上
述
の
環
境
に
封
す
る
反
動
と
し

て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
マ
リ
ア
の
低
い
素
質
お
よ
び
外
的
な
刺
戟
に

簡
箪
に
影
響
さ
れ
や
す
い
性
格
は
、
こ
の
方
法
を
選
ぶ
場
合
に
、
共
に
作
用
し

た
に
蓮
い
な
い
…
・
：
（
二
六
、
七
百
ハ
）
。

　
2
形
成
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
見
童

　
グ
ル
ー
プ
ー
と
反
封
に
、
教
育
的
努
力
が
水
泡
に
蹄
し
た
二
三
例
が
こ
れ
で

あ
る
。
少
く
と
も
個
々
の
場
合
に
お
い
て
は
、
ま
ち
が
つ
た
彊
情
な
態
度
は
、

ま
ず
不
利
な
到
噺
を
さ
れ
た
見
童
に
、
ま
だ
影
響
を
與
え
得
た
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
一
部
で
は
、
適
當
な
教
育
の
試
み
が
有
利
な
理
境
の
中

で
不
成
功
に
終
つ
た
。
犯
罪
行
爲
を
含
め
て
、
祉
會
的
に
障
害
と
な
る
特
異
性

の
重
鮎
が
、
素
質
的
に
制
約
さ
れ
た
精
紳
的
異
常
性
の
中
に
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
耶
均
的
な
知
性
の
持
主
で
あ
る
中
位
の
者
が
比
較
的
少

な
い
一
方
、
知
性
あ
る
見
童
、
李
均
以
下
の
才
能
の
者
が
多
く
關
與
し
て
い
る

馳
は
注
目
を
ひ
く
。
こ
こ
で
は
更
に
三
つ
に
細
分
し
て
ω
才
能
に
恵
ま
れ
た

者
、
ω
才
能
に
惑
ま
れ
な
い
者
、
圖
李
均
的
才
能
の
者
と
す
る
（
四
四
、
五
頁
）
。

　
一
つ
だ
け
例
を
あ
げ
て
み
る
。

　
第
一
六
例
ワ
ル
タ
i
・
L
、
一
九
四
〇
年
】
0
月
二
二
日
生
れ
、
二
二
歳
、

八
四

（
一
七
二
）

一
九
五
三
年
七
月
二
八
日
よ
り
九
月
七
日
ま
で
燭
・
察
。

　
父
親
は
熟
練
し
た
理
容
師
で
、
一
時
ア
メ
リ
カ
軍
に
運
榑
手
と
し
て
働
い
た
。

母
親
は
洗
濯
屋
で
働
く
。
彼
女
は
一
九
四
五
・
六
年
に
ア
メ
リ
カ
人
と
の
間
に

子
供
を
一
人
作
つ
た
。
こ
の
子
は
ア
メ
リ
カ
人
の
家
庭
が
養
子
に
し
た
。
一
〇

歳
の
弟
と
六
歳
の
妹
は
奇
妙
な
と
こ
ろ
は
な
い
。
現
在
の
住
所
に
は
爾
親
に
な

ん
ら
不
利
な
も
の
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
家
政
は
非
難
の
飴
地
な
い
ほ
ど
清

潔
で
あ
る
と
戯
述
さ
れ
て
い
る
。

　
ワ
ル
タ
ー
の
教
育
は
も
つ
ぱ
ら
祀
母
の
手
に
あ
つ
た
。
彼
の
幼
年
期
の
生
長

は
、
現
在
も
時
折
あ
る
夜
尿
を
除
い
て
特
に
と
り
た
て
て
あ
げ
る
も
の
も
な
く

過
ぎ
た
。
彼
は
適
時
に
學
校
に
入
り
、
よ
い
成
績
で
あ
つ
た
。
こ
の
頃
、
年
が

輕
つ
に
つ
れ
て
だ
ん
だ
ん
重
大
に
な
つ
た
最
初
の
難
事
が
現
わ
れ
た
。
學
校
か

ら
彼
の
腕
白
ぶ
り
に
苦
情
が
來
た
。
彼
が
他
の
子
供
を
悪
戯
に
さ
そ
う
の
で
、

危
瞼
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
。
彼
は
學
校
を
さ
ぼ
つ
た
が
、
こ
の
際
に
は
、
母
親

の
言
い
付
け
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
し
た
。
そ
し
て
し
ば
し
ば
通
信
簿

を
書
き
換
え
た
。
或
る
目
、
母
親
は
彼
が
教
會
の
献
金
箱
を
し
ば
し
ば
こ
じ
あ

け
る
の
で
、
そ
の
た
め
に
教
會
が
閉
鐡
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。

家
で
も
彼
は
金
や
金
物
を
盗
ん
で
、
そ
れ
を
費
つ
て
甘
い
も
の
を
買
つ
た
。
前

述
の
悪
さ
の
た
め
に
一
九
五
三
年
の
初
め
ま
で
二
年
間
牧
容
さ
れ
て
い
た
感
化

院
で
は
、
特
に
嘘
つ
き
と
盗
癖
と
が
目
立
つ
た
。
家
に
蹄
つ
て
も
、
手
當
り
次

第
盗
ん
だ
。
彼
は
盗
ん
だ
物
、
特
に
金
時
計
を
他
の
子
供
に
責
り
、
そ
れ
に
よ

つ
て
明
ら
か
に
彼
等
か
ら
畏
敬
の
念
を
得
よ
う
と
し
た
。
母
親
か
ら
盗
ん
だ
本

を
大
き
な
ゼ
ス
チ
ャ
ー
で
勉
彊
の
お
禮
に
あ
げ
る
と
い
つ
て
先
生
に
渡
し
た
。

最
後
に
は
し
ば
し
ば
残
虐
な
方
法
で
小
さ
な
子
を
い
じ
め
た
。
彼
は
誰
を
も
愛

さ
な
い
。
爾
親
に
つ
い
て
は
何
も
語
ろ
う
と
し
な
い
。
非
難
す
る
と
怒
る
。
少



年
院
に
牧
容
す
る
ぞ
と
威
嚇
さ
れ
九
む
、
彼
は
弟
に
封
し
「
家
を
嶢
い
て
し
ま

う
か
ら
な
：
」
と
言
つ
た
。

　
見
童
部
で
は
、
ワ
ル
タ
ー
は
驚
く
ほ
ど
速
く
適
懸
し
喜
ん
で
報
告
を
し
た
。

彼
は
新
し
い
環
境
を
す
る
ど
く
考
察
七
た
。
し
か
し
す
で
に
翌
日
ま
た
も
障
害

と
な
つ
た
。
彼
は
し
ば
し
ば
飢
暴
、
悪
さ
の
教
唆
者
で
あ
つ
た
。
殊
に
彼
は
先

頭
に
立
つ
機
會
を
常
に
利
用
し
た
。
彼
は
執
拗
に
他
の
子
供
達
の
教
師
と
な
つ

た
。
大
人
と
の
關
係
で
は
、
彼
は
常
に
特
別
な
地
位
を
得
よ
う
と
し
、
途
に
は

重
要
な
物
を
か
く
し
、
護
見
し
た
の
だ
と
い
つ
わ
つ
て
褒
め
ら
れ
よ
う
と
す
る

ま
で
に
な
つ
た
。
彼
の
強
烈
な
人
の
意
識
を
引
き
た
が
る
慾
望
は
、
殆
ん
ど
毎

日
我
慢
で
き
な
い
ほ
ど
痛
い
と
う
つ
た
え
る
こ
と
の
中
に
現
わ
れ
る
。
こ
の
痛

み
は
散
歩
と
か
映
蚕
を
見
に
行
く
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
、
た
ち
ま
ち
清
え
る

と
い
つ
た
具
合
で
あ
る
。
集
團
治
療
の
中
で
の
、
共
同
作
業
で
も
、
集
團
の
一

員
に
さ
れ
た
り
、
下
位
に
置
か
れ
た
り
す
る
と
、
ワ
ル
タ
！
は
そ
れ
を
拒
ん
だ
。

殆
ん
ど
毎
時
間
彼
の
非
常
に
彊
い
灌
勢
慾
の
例
が
見
ら
れ
た
。
彼
の
非
交
友
は

非
常
に
反
感
を
さ
そ
つ
た
。
眞
の
接
隅
を
得
る
こ
と
は
大
人
に
も
、
爾
親
に
も

不
可
能
で
あ
つ
た
。
彼
の
態
度
は
常
に
目
的
を
強
調
し
、
効
果
を
考
え
て
い
た
。

彼
は
決
し
て
心
か
ら
喜
ば
ず
、
は
げ
し
く
泣
き
も
せ
ず
、
た
か
だ
か
輕
蔑
的
な

薄
笑
い
ま
た
は
人
の
失
敗
を
あ
ざ
笑
う
の
を
認
め
る
に
す
ぎ
な
い
。
怒
る
と
、

時
と
し
て
た
け
り
狂
つ
て
ど
な
り
立
て
た
。

　
ワ
ル
タ
ー
は
良
き
知
性
を
用
い
た
。
彼
は
積
極
的
に
授
業
に
参
加
し
、
特
に

す
す
め
ら
れ
な
く
て
も
課
業
を
や
つ
た
。
彼
の
成
績
は
常
に
よ
か
つ
た
。

　
衣
服
は
清
潭
に
手
入
れ
よ
く
し
て
い
た
。

　
ワ
ル
タ
！
は
強
い
権
勢
慾
が
あ
り
、
感
情
を
お
さ
え
る
こ
と
が
出
來
ず
、
季

均
以
上
の
知
性
で
自
信
が
あ
り
、
積
極
的
で
あ
る
（
四
六
、
七
頁
）
。

紹
介
と
批
評

　
歌
或
る
程
度
形
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
見
童

　
一
定
の
條
件
で
教
育
的
な
形
成
可
能
性
に
な
じ
む
子
供
に
あ
つ
て
は
、
素
質

と
環
境
が
犯
罪
行
爲
の
成
立
に
際
し
て
當
然
強
く
か
ら
み
合
つ
て
い
る
。
2
の

よ
う
に
著
し
い
犯
罪
的
人
格
類
型
が
明
確
化
さ
れ
る
こ
と
は
期
待
で
き
ず
、
重

馳
が
一
面
的
に
不
利
な
環
境
に
置
か
れ
る
こ
と
も
な
い
。
形
相
は
多
彩
で
あ

り
、
非
統
一
的
で
あ
る
。
純
埣
な
個
別
具
騰
論
に
と
ど
ま
ら
ぬ
た
め
、
著
者
は

「
特
に
犯
罪
的
危
瞼
を
條
件
づ
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
精
紳
構
造
」
を
細
分
化

し
て
項
目
に
分
け
る
。
a
意
思
薄
弱
な
見
童
（
八
O
頁
以
下
）
、
b
興
奮
性
、
感

情
不
安
定
性
・
攣
調
性
、
原
始
的
・
衝
動
的
見
童
（
九
二
頁
以
下
）
、
c
良
き
知

性
を
持
つ
て
は
い
る
が
、
自
我
中
心
的
で
情
緒
に
と
ぼ
し
い
児
童
（
一
〇
六
頁

以
下
）
、
d
激
情
性
の
見
童
（
一
工
ハ
頁
以
下
）
、
e
精
瀞
的
に
オ
ク
テ
な
児
童

（
ご
三
頁
以
下
）
が
こ
れ
で
あ
る
。
今
こ
れ
を
一
つ
一
つ
紹
介
す
る
に
は
書

評
の
枠
が
こ
れ
を
許
さ
な
い
。

　
U
　
最
後
に
結
論
を
一
べ
つ
し
て
み
よ
う
。
累
犯
者
の
大
部
分
の
犯
罪
的
脛

歴
は
學
齢
期
に
始
ま
り
、
早
期
犯
罪
者
の
い
か
な
る
者
が
後
に
累
犯
者
と
な
る

か
に
つ
い
て
の
確
實
な
知
識
は
な
い
。
こ
こ
に
見
童
期
の
精
神
病
理
學
と
犯
罪

豫
後
の
間
題
を
と
り
上
げ
る
所
以
が
あ
る
。

　
我
々
の
研
究
に
よ
り
、
見
童
の
犯
罪
性
と
教
育
困
難
さ
と
は
早
期
の
大
　
障

害
に
影
響
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
根
櫨
の
な
い
こ
と
を
示
す
。

　
第
一
の
グ
ル
ー
プ
に
厨
す
る
見
童
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
見
童
の
環

境
感
受
性
が
大
き
な
要
素
を
占
め
て
い
る
と
い
う
馳
で
あ
る
（
一
三
二
頁
）
。

　
第
二
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
才
能
と
い
う
観
馳
で
全
瞠
構
造
を
考
察
す

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
良
き
知
性
と
情
操
的
な
敏
乏
と
の
間

の
相
關
關
係
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

八
五
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紹
介
と
批
評

　
知
性
あ
る
人
に
あ
つ
て
は
、
無
反
省
な
権
力
要
求
と
貫
徹
意
思
が
衝
動
源
と

看
倣
さ
れ
、
才
能
の
低
い
者
に
あ
つ
て
は
、
虚
榮
心
が
そ
れ
で
あ
る
。
環
境
は

才
能
が
あ
る
が
情
操
に
乏
し
い
人
に
お
い
て
は
、
才
能
の
低
い
者
に
お
け
る
よ

り
も
有
利
で
あ
る
（
＝
一
西
頁
）
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
豫
後
に
は
向
い
て
い
な
い
。
特
別
な
施
設
に
牧
容
す
る
こ

と
を
要
す
る
。

　
第
三
の
グ
ル
ー
プ
に
届
す
る
見
童
、
こ
の
連
中
は
累
犯
者
に
な
ら
な
い
場
合

で
も
、
機
會
犯
人
に
な
る
危
陰
性
は
あ
る
。
こ
の
者
が
、
た
と
え
不
充
分
で
あ

つ
て
も
教
育
的
指
導
に
な
じ
む
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　
著
者
も
告
白
し
て
い
る
と
お
り
、
本
資
料
は
た
し
か
に
籔
的
に
限
ら
れ
た
も

の
で
あ
つ
て
、
結
論
と
い
つ
て
も
こ
れ
は
確
言
を
は
ば
か
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
と
も
あ
れ
、
ケ
ー
ス
研
究
と
し
て
、
精
紳
病
理
學
の
俊
才
が
着
實
に

積
み
重
ね
た
資
料
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
の
範
園
内
で
は
信
頼
し
か
つ
高
く
評
償

し
う
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
中
で
一
鷹
二
次
的
に
考
え
ら
れ
た
肚
會
學
的
考

察
、
そ
の
實
謹
的
研
究
と
相
ま
つ
て
、
刑
事
學
は
一
暦
實
り
多
い
寄
與
を
受
け

る
も
の
と
思
う
が
、
現
在
の
ド
イ
ッ
刑
事
學
、
特
に
犯
罪
祉
會
學
が
こ
の
課
題

に
満
足
の
い
く
解
答
を
與
え
て
く
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
筆
者
は
悲
観
的

で
あ
る
。
ド
イ
ッ
祉
會
學
自
膣
が
そ
の
任
に
た
え
る
か
ど
う
か
危
惧
に
た
え
な

い
。
と
い
う
わ
け
は
、
ド
イ
ツ
吐
會
が
一
盤
マ
ス
を
基
調
と
し
た
動
的
な
肚
會

で
あ
る
の
か
、
そ
も
そ
も
近
代
吐
會
と
い
う
範
疇
に
入
り
う
る
の
か
極
め
て
疑

わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。
肚
會
攣
動
、
文
化
格
差
と
い
つ
た
間
題
が
意
識
で
き
な

い
状
態
に
あ
つ
て
、
動
的
な
考
察
が
護
達
し
う
る
わ
け
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
本
書
は
現
在
の
ド
イ
ッ
犯
罪
生
物
學
の
水
準
の
一
端
を
示
す
も

の
と
し
て
、
紹
介
の
憤
値
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
筆
者
は
、
幸
に
し
て
著
者
の

八
六

（
一
七
四
）

下
で
親
し
く
教
え
を
受
け
ら
れ
る
状
態
に
あ
る
。
し
ば
ら
く
は
耳
を
傾
け
て
い

よ
う
。
批
到
は
い
つ
で
も
で
き
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
。
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一
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一
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て
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